
犬の身体の大きさ シニアと見なされる年齢

超小型犬 9 歳 

小型犬 8 歳 

中型犬 7 歳 

大型犬 6 歳 

超大型犬 5 歳 

出典： Nestlé Purina PetCare Communication Principles 
for Europe, Middle East & North Africa. (2015). p. 14. 

シニア犬の食餌

加齢は疾患ではありませんが、多くの場合健康問題を
伴います。栄養は、健康と最適な体型の維持、加齢に
伴う健康問題が起こる前の取り組み、過体重や肥満の
リスク軽減に寄与し、犬が長く質の高い生活を送る可
能性を高めるうえでも重要な役割を担っています。 

シニア犬

Purina の研究により、同じ
犬種の 3 歳の犬に比べて、 
11 歳の犬ではエネルギー必
要量が 25% 減少することが
明らかになっています。これ
が、シニア犬が過体重になり
やすい要因である可能性が
あります。

ご存じでしたか？

キーメッセージ 

     犬種や身体の大きさによって犬の加齢速度は異なりますが、ほとんどの犬は
およそ 7 歳で「シニア」と見なされます。 

     加齢は、最終的には遺伝によって決まりますが、栄養、活動、健康問題、 
環境によって影響を受けることがあります。

(次のページに続く)

ライフステージ別の栄養



キーメッセージ（続き） 

     高齢犬の加齢に伴う変化は、外見的な徴候や行動が現れる前に体内で起こっている場合があります。このような変化
には次のようなものがあります。 

     脳の老化によるエネルギー源としてのグルコースの使用効率の低下は、認知の健康（記憶や学習能力）に影響す
る可能性があります。軽度の認知障害は、6 歳の犬でも報告されています。 

     代謝速度の遅延と活動レベルの低下はともに、エネルギー（カロリー）必要量の低下をきたし、フードの種類や量
を調整しない限り、過体重になる可能性が高まります。過体重により、老化した関節へのストレスが増加し、変形性
関節症のリスクが増大します。 

     タンパク質の代謝効率の低下は、除脂肪体重（筋肉量）の減少につながる可能性があります。除脂肪体重の減少
は、代謝速度の低下をきたし、過体重リスクを増大させる可能性があります。 

     シニア用の食餌のメリットについて飼い主と話し合う時期は、犬が 7 歳になる頃が適切です。そうすることで、目的に
合わせた栄養により、一部の加齢に伴う変化に事前に取り組むことができます。犬のシニア期向けの栄養素プロファ
イルは確立されていません。ただし、いくつかの栄養介入が有益であることが明らかになっています。 

     Purina の研究により、高性能化された植物油に由来する食物中の中鎖脂肪酸トリグリセリド（MCT）が脳細胞の
代替エネルギー源となり、老化する犬の認知機能をサポートする可能性があることが示されています。 

     適正な体型と除脂肪体重を維持するには、高品質のタンパク質を増やし、脂質とカロリー量を減らすことが有効
です。 

     魚油に含まれるオメガ 3 脂肪酸のエイコサペンタエン酸（EPA）と自然由来のグルコサミンは、関節の健康と可動
性のサポートに有効です。また、オメガ 3 脂肪酸は、炎症の抑制も助ける可能性があります。 

     抗酸化物質（ビタミン Cやビタミン Eなど）とプロバイオティクスは健康な免疫系をサポートし、プロバイオティク
スとプレバイオティクス繊維は健康な消化を促進します。 

     高齢猫が長く健康で過ごすには、理想的な体型（を保ち、除脂肪体重を維持するように給餌することが重要です。
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RN/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


